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はじめに 

今般の東北地方太平洋沖地震では、これまでの想定をはるかに超えた巨大な地

震・津波が発生しました。県では、津波対策として、既に津波浸水予測図を平成18、

19、20年度と公表していたところですが、今般の地震による想定を超えた津波によ

る甚大な被害に対し、県民の方から津波に対する不安の声が多く寄せられ、また、

相模湾沿岸の13の市町長から、県が想定している津波の規模の早急な再検証、必要

な見直しを要望され、今後の津波対策を早急に検討することとし、現在、想定して

いる津波の規模、浸水範囲等について再検証を行いました。 

このたび、新たな浸水予測図をとりまとめましたが、この予測図は、神奈川県に

とって「最大クラスの津波」を想定し、津波による浸水範囲をお示ししたものです。 
この新たな津波浸水予測図を、県民の方に知っていただくとともに、今後各沿岸

市町が、県民の方の避難対策を検討する上で、本資料に役立てていただくよう、作

成したものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           （連絡先） 

             神奈川県 県土整備局 流域海岸企画課 

             電話番号 045-210-1111(内線 6479,6480) 
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１．津波とは 

（１）高波・津波 

高波は、台風に伴う風が沖から海岸に向かって吹くと、海水は海岸に吹き寄せられて

「吹き寄せ効果」と呼ばれる海岸付近の海面の上昇が起こります。この場合、吹き寄せ

による海面上昇は風速の２乗に比例し、風速が２倍になれば海面上昇は４倍になります。   

特にＶ字形の湾の場合は奥ほど狭まる地形が海面上昇を助長させるように働き、湾の奥

ではさらに海面が高くなります。 

津波は、海底で発生する地震に伴う海底地盤の隆起・沈降や、海底における地滑

りなどにより、その周辺の海水が上下に変動することによって引き起こされます。  
              図１．１高波・津波 
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（２）津波と伝わり方 

              図１．２津波の伝わり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １）深いところ 

  地震で海底の広い範囲が急激に隆起あるいは沈降すると、その上にある海面が瞬時

にほぼ同じ形で上下に変動します。これが津波発生の最初の形であり、この海面の変

異が生じた範囲を津波の波源域と呼んでいます。このようにして発生した津波は、そ

の衝撃的な変位が波となって速い速度で四方（周囲）に伝播します。 

津波の伝播現象は、山谷という変位や運動エネルギーが伝わり、水そのものは移動

しません。 

 

 ２）浅いところ 

津波の周期（Ｔ）は、深海域から浅海域にやってきても変化しません。津波の伝

播速度（Ｖ）は、深海域と同様に水深の平方根に比例し、海岸付近の水深10mのとこ

ろではオリンピック短距離選手並みの時速36km、水深5mのところでは時速25km程度

の速さとなります。 

津波の波長（Ｌ）は、伝播速度（Ｖ）と周期（Ｔ）を用いてＬ＝ √ｇｈ×Ｔで表

せるため、深海域に対して伝播速度が遅くなる分だけ波長も短くなります。例えば、

水深5mの所で津波の周期が約40分であれば、その波長は16.8kmと深海域に比べて非

常に短くなります。 

深い浅 い 深い浅 い

進行方向が浅いほ

うに曲がる 

等深線 

深  浅
浅  深

深 

浅  

浅  

深

等深線 
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３）陸上への浸水 

大津波の場合、津波が防波堤などの護岸を越流して陸上に浸水し、その津波のエ

ネルギーによって、甚大な人的・物的損害を被ることになります。また、津波の谷

では海水が引き戻されるため、浸水するときだけでなく、津波が引くときも流れが

大きく、大きな被害を生むことがあります。 

 

一般に、平均海面上4m以下の津波では、海水がジワジワと盛り上がるように陸上

に溢れ、防波堤や河口付近を除けば、市街地での流速は毎秒1～2m程度であり、人の

駆け足より少し遅いくらいになります。 

 

４）津波が大きくなるメカニズム 

   （浅水変形） 

津波の先端が海岸近くに来ると、水深が浅くなるために速度が落ちてきます。後

方はまだ深い位置にあるので早く追いついてきます。したがって、相対的に波長は

短くなり、一波長のエネルギーは保存されているので海面はだんだん上昇し、波高

が大きくなります。これを浅水変形（浅水理論、または非線形長波理論）と呼んで

います。 

 

（屈 折） 

平均的な津波の初期波形は、波長が100kmのオーダー、波高は数m程度の高さで、

長波と呼ばれる理論（線形長波理論）で近似できます。また、津波の伝播速度は水

深だけで決まると考えられ、津波は水深の深いところで速く、浅いところで遅いと

いう性質があり、水深の分布状況により波峰線が浅い方向に曲がるため、岬の先端

などで津波の高さが高くなります。この現象を屈折と呼んでおり、津波のエネルギ

ーが集中・発散する地域差が生じる原因となります。  
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２．津波浸水予測図の見方 

津波浸水予測図とは、対象とする地震による津波が陸上に到達した場合を予測し、

浸水する陸域の範囲、浸水深さ等を示した図です。 
 
浸水予測図には、以下の(１)、(２)の情報が記載されています。 
（１）図面表示内容 

・浸水深 

・最大津波の高さ 

・津波の到達時間 

・浸水方向 

・地形図（1/2,500地形図を背景として表示しています。） 

（２）凡例表示内容 

・浸水予測の条件 

① 検討の対象地震 

② メッシュサイズ 

 

   (３) 浸水予測と危険度の例 

 

 

 

【解説】 

（１） 図面表示内容 

１）浸水深 

① 津波による浸水が発生する際に、陸上のある地点で水面が最も高い位置に

きたときの、地面から水面までの高さです。なお、河川内についても表示内

容は同様です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
※ 朔望平均満潮位（相模湾：TP+0.85m, 東京湾：TP+0.90mとする。） 

津波による水面 

地 面 

堤防 

※ 朔望平均満潮位（H.W.L.）▽ 

平均水面 TP±0.0m ▽   

浸水区域（浸水深を着色）

浸水深 

 

 

▽ 津波到達高 

（最大津波の高さ） 
浸水深 

図 ２.１浸水深の考え方 
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 ② 津波浸水予測図では、浸水ランクを１４段階の凡例で表記しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２） 最大津波の高さ 

   海岸線における地震津波の最も高い津波を表示しています。 

 

３） 津波の到達時間 

 海岸線における最大津波到達時間を表示しています。 
 

４） 浸水方向 

津波が進行する方向を矢印で表現しています。 
 

５） 地形図 

浸水予測図の背景図として1/2,500地形図を表示しています。地形図には、主

な施設の名前や等高線が表示されています。 
 

６） 注意点 

浸水予測図を見る際の一般的な注意点として、浸水予測図は、一つのシナリ

オを基に津波の浸水予測を行ったものであり、想定より大きな津波が来襲し、

浸水範囲が大きくなる可能性があることを図中に記載しています。 
 

図 ２.２浸水ランクの凡例 
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（２）凡例表示内容 

１）浸水予測の条件 

① 検討の対象地震 

各浸水予測図の検討した対象地震です。地震名を表示しています。 
各地震の詳細については「検討対象地震」（本解説書18ページ）を参照下さ

い。 

② メッシュサイズ 

津波の浸水予測は、沿岸部を四角形の区域に分割し（数値シミュレーショ

ンに用いる計算格子；メッシュ）、メッシュ内の平均的な地盤高を使って、数

値シミュレーションによる浸水予測を行っています。 
本検討では、縦36m×横36mのメッシュを基本単位として予測を行っていま

す。 
また、入り組んだ複雑な地形や市街地などの住宅、河川からの津波の浸水

などにより、著しい浸水が予想される範囲及び横浜市・川崎市は縦12m×横

12mのメッシュを最小基本単位として計算を行っています。 
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        図２．３メッシュ計算箇所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                表２．１計算格子 

 

 

 

 

 

 

 ②
 ③ 

 ④ 

 ⑤ 

 ⑥  ⑦

 ① 

⑧

⑨⑩ ⑪
⑫ 

⑬⑭ 

⑮ 

12m メッシュ計算箇所 

 

⑰ 

⑱ 

海域～陸域に適用3244

海域～陸域に適用1083

沿岸全域に適用362

陸域（遡上域）詳細検討範
囲のみに適用

121

備　　考格子サイズ
（m）

領域
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表 ２.２ 詳細検討区域及び選定理由 

 
番号 市町名 選定理由 

① 横須賀市 海岸堤防背後が平地となっており、浸水が生じた場合、著し

い被害が懸念される。 

② 三浦市 海岸堤防背後が平地となっており、浸水が生じた場合、著し

い被害が懸念される。 

③ 三浦市 入り組んだ複雑な地形であることに加えて、入江の奥の低平

地に集落があり、津波の集中と浸水被害が懸念される。 

④ 横須賀市 入り組んだ複雑な地形であることに加えて、切り立った崖の

前面や海浜背後の低平地に家屋等が立地しており、津波の浸

水被害が懸念される。 

⑤ 葉山町 入り組んだ複雑な地形であることに加えて、海へ突出した埋

立地に家屋等が密集しており、津波の集中と浸水が懸念され

る。 

⑥ 逗子市 津波波源に対して開いた凹状の湾となっており、津波の集中

と浸水が懸念される。 

⑦ 鎌倉市 津波波源に対して開いた凹状の湾となっており、津波の集中

と浸水が懸念される。また、過去にも大きな被害が発生して

いる。 

⑧ 藤沢市 護岸背後に家屋が連たんしていることに加え、河川に沿って

低平地となっており、河川遡上及び浸水が懸念される。 

⑨ 茅ヶ崎市 海域に突出した漁港背後に利用が集中しており、浸水被害が

懸念される。 

⑩ 平塚市 相模川の河口および平塚漁港を含む区域。河川遡上の影響が

懸念される。 

⑪ 大磯町 大磯港および金目川河口を含む区域。河川遡上の影響が懸念

される。 

⑫ 二宮町 二宮漁港を含む西湘バイパスの高架橋区域。高架部を通過し

た波の影響が懸念される。 

⑬ 小田原市 

森戸川周辺 

２級河川森戸川を含む区域。河川遡上の影響が懸念される。

⑭ 小田原市 

酒匂川周辺 

２級河川酒匂川の河口を含む区域。河川遡上の影響が懸念さ

れる。 

⑮ 真鶴町 真鶴港および岩漁港を含む区域。両港ともに沿岸到達波で大

きな津波高が予測されており、過去にも大きな津波が来襲し

ている。 

⑯ 湯河原町 ２級河川新崎川および海浜・埋立地等を含む区域 

⑰ 横浜市 人口密集地域 

⑱ 川崎市 人口密集地域 
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（３）浸水予測と危険度の例 

浸水深が膝ぐらいまでになると、自由が奪われ歩く速さが遅くなり、避難に

影響がでます。日本海中部地震（1983年）では、約70cmの深さでも死者が出て

おり、浸水深が小さい場合でも十分な注意が必要です。 
 

表２.３ 浸水深の深さの目安及び危険度の例 

（今回の浸水予測図に示した色分け） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

図 ２.４浸水深と車両の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 

（解説）浸水深が50cm 以上で車両も流される可能性があります。 

 
深さの目安および危険度 備考

0.00 ～ 0.15 足首までつかる深さ。

0.15 ～ 0.50 膝までつかる深さ。自由が奪われ、歩く速さが遅くなります。標準1.33m/s,水中（膝下）0.70m/s
※1

0.50 ～ 0.80
腰までつかる深さ。さらに自由が奪われます。

乗用車が水に浮き流され始めます。
※4

標準1.33m/s,水中（腰下）0.30m/s
※1

1983年日本海中部地震では、70cmの厚さの津波で死者がでている。

0.80 ～ 1.20 胸までつかる深さ。人命に影響する恐れがあります。

1.20 ～ 2.00
1階軒先までつかる深さ。
鉄筋コンクリートの建物2階以上の高さへ避難が必要です。 木造家屋部分的破壊

※2

2.00 ～ 5.00
2階軒先までつかる深さ。
鉄筋コンクリートの建物3階以上の高さへ避難が必要です。

2m以上　沿岸集落に被害が発生、木造家屋は全面破壊。

漁船にも被害発生。※2死者増加※3

4m以上　沿岸集落被害率,漁船被害率：50%
※2

浸水深（m）

（１） 浸水深ランクは、『津波･高潮ハザードマップマニュアル（p65），平成 16 年 4 月，内閣府（防災担当）・農林水産省農村振興

局・農林水産省水産庁・国土交通省河川局・国土交通省港湾局 監修』、『浸水想定区域図作成マニュアル（p17），平成 17

年 6 月，国土交通省河川局治水課』を参考に設定。 

（２） 危険度は、上記マニュアルの他、『津波災害予測マニュアル（p86～ｐ88），平成 10 年 3 月，国土庁・気象庁・消防庁』

※１ 利根川の洪水（須賀尭三監修・利根川研究会編，1995）  

※２ 津波高と被害程度（Shuto1993）  

※３ 人命損失と津波高（河田，平成９年） 

※1

（出典：利根川の洪水，1995，須賀尭三監修・利根川研究会編） 
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表 ２.４ 津波高と被害程度（首藤） 

 
 津波強度   0             1              2             3            4            5 

 津波高(m)  1             2              4             8            16          32 

緩斜面 岸で盛上がる 
沖でも水の壁

第二波砕波 

津
波
形
態 急斜面 速い流速 速い流速 

先端に砕波を
伴うものが増
える。 

第一波でも巻波砕波を起こす。 

 前面砕波による連続音 

(海鳴り、暴風雨) 

 浜での巻き波砕波による大音響 

(雷鳴。遠方では認識されない) 
音 響      

 崖に衝突する大音響 

(遠雷､発破。かなり遠くまで聞こえる) 

木 造 家 屋      部分的破壊 全面破壊 

石 造 家 屋       持ちこたえる (資料なし) 全面破壊 

鉄･ｺﾝ･ﾋﾞﾙ  持ちこたえる (資料なし) 全面破壊 

漁 船       被害発生 被害率 50％ 被害率 100％ 

防潮林被害 被害軽微  部分的被害 全面的被害 

防潮林効果 津波軽減 漂流物阻止 漂流物阻止 無効果 

養 殖 筏      被害発生 

沿 岸 集 落       被害発生 被害率 50％ 被害率 100％ 

 打上高(m)  1             2             4              8           16           32 

注：表中、津波高(m)は船舶・養殖筏など海上にあるものに対しては汀線における津波の高さ、
家屋や防潮林など陸上にあるものに関しては地面から測った浸水深となっている。最下段は一集
落全体を対象とした表現となっており、その集落の浸水域内で発生した最高遡上高(最高打上げ
高)(m)とその浸水域内全体としての家屋被害率の被害程度との関係となっている。 

（出典：津波強度と被害，首藤伸夫，津波工学研究室報告第9号，1992年） 
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図 ２.５人命損失と津波高（河田） 

（解説）津波高さが２ｍを超えると死亡確率が増加します。 

 
 

（出典：津波災害予測マニュアル，平成9年3月，津波災害予測マニュアルに関する調査委員会）
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３．津波浸水予測シミュレーションの条件と手法 

１）津波防災施設の扱いについて 

施設条件は以下のとおりです。 

○ 前回のシミュレーション手法及び条件を踏まえる。 

○ アンダーパスについては、最小の１2m メッシュを考慮し浸水の影響が

考えられる幅を 6m 以上と設定し、現地踏査によりアンダーパスを入力し

た。 

○ 海岸保全施設が、想定地震によりど

のように変位するかは不確定であり、

面で起こる浸水は背後地盤の高さが大

きく影響するため、護岸形式の施設に

関しては原則として背後地盤で評価す

ることとする。（ただし、耐震評価、地震動の評価をしているものは考慮

した。） 
 

○ 海岸堤防等は津波が越流した場合には破壊されることを想定していま

す。 
各施設の詳細な設定条件は、下表の通りです。 

 

表 ３.１ 施設条件一覧 

種 別 施 設 条  件 

海岸保全施設 護岸・堤防 施設高さ及び施設形状を考慮していま

す。 

河川管理施設 護岸・堤防 〃 

港湾施設 護岸・防波堤 〃 

海岸・河川・

港湾施設共通 

水門などの門

扉 

施設幅が36m以上のものについては開い

た状態としています。※１ 

道路（護岸） 施設高さ及び施設形状を考慮していま

す。 

橋梁 

高架橋 

施設がないものとして地盤高としていま

す。※２ 

道路施設 

アンダーパス 幅６m以上のものは開放部として高架橋

と同じ条件にしています。 

建築物 家屋・マンショ

ン他 

施設がないものとして地盤高としていま

す。（粗度を考慮※３） 

 
※１ 水門などの門扉について 

12mメッシュ計算箇所においては、施設幅が12m以上のものについて開いた

状態としています。また、上記の施設幅以下のものについては、閉じた状態

としています。 

考慮しない 
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※２ 橋梁・高架橋部について 

橋梁・高架橋部について浸水深として着色している箇所がありますが、橋

梁上面まで浸水しているわけではなく、橋梁下の地盤高からの浸水深を示し

ています。 
 

※３ 粗度について 

陸上について計算する際は、遡上するときの地表面の摩擦（粗度）の効果

を考慮して計算しています。 
本検討では、「神奈川県地震被害想定調査手法編報告書（平成11年3月）」で

設定されている粗度を用いています。 
 

・海    域： 0.002（s/m1/3） 
・地    域： 0.020（s/m1/3） 

（出典：神奈川県地震被害想定調査手法編報告書，平成11年3月） 
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  ２）予測計算フロー 

「津波・高潮ハザードマップマニュアル」（平成16年4月）による「時系列を考

慮した数値シミュレーション」により津波による浸水予測を実施します。 

計算手法は、基礎方程式を非線形長波理論（浅水理論）、数値解法はリープフ

ロッグ法による有限差分法の平面２次元モデルとし、津波の発生・伝播から遡上

までを一連で計算するものです。 

 

           図３．１予測計算フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条件の修正 

（海底摩擦係数等） 

断層パラメータの設定 

海底の鉛直変位量 

（=初期水位）の計算 

陸上への浸水・遡上計算

外洋から沿岸への 

伝搬計算 

計算結果の出力 

（到達時間・最高水位分

布，波形の出力） 

妥当性の評価 

地形データの作成 

End 

再現計算の場合、痕跡高

と計算結果の比較 

諸条件の設定 

（潮位・海底摩擦係数等） 

Start 

数値計算 

条件設定 
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３)数値計算手法 

           図３．２計算手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線形長波理論と非線形長波理論による。支配方程式は非線形２次元方程式に

よる運動方程式（流量、流速）を連続式（水位）により伝播させ計算していま

す。数値シミュレーションするにあたっては、時間ごとに各メッシュにおける

変量を解き、次の時間に進む。津波の最大波を十分含む時間帯として地震発生

後３時間とし、時間解像度は0.1secごととしています。 

 

４）鉛直変位量（津波初期水位）の算定 

                  図３．３鉛直変位量 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

地震発生地盤が等方で均質な弾性体であると仮定して地盤断層運動に伴う

周辺地盤の変位分布（隆起と沈降）を計算 

Mansinha, L. and Smylie, D. E.，“The displacement fields of inclined 

faults”，Bulletin of the Seismological Society of America，Vol.61，No.5，

(1971)， 1433-1440 

南関東地震
（Matsu’uraモデル）
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   ５）地盤高の計算メッシュへの反映方法（５点平均法） 

                図３．４計算反映方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６）浸水予測の更新について 

今回実施した浸水予測を行った地形条件は、平成16～18年現在の土地利用を

基に、津波浸水予測を行ったものであり、施設の整備状況、シミュレーション

の精度向上、今後大幅に土地利用が変化した場合には更新の必要があります。 
東日本大震災で、津波堆積物調査が津波の予測への効果があると期待され、

今後、調査によりデータが蓄積し、予測図に反映が必要とされた場合には、更

新する必要があると考えます。 
また、地震予測は、現段階でも研究途上にあり、新たな知見等、今後研究が

進めば今回用いた地震断層条件は更新されることがあるため、適切に浸水予測

を更新する必要があります。 
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４．検討対象地震 

今回、お示しているのは、避難体制の整備にあたっての「最大クラスの津波」を想

定した津波浸水予測図です。「最大クラスの津波」とは、発生頻度は極めて低いもの

の発生すれば甚大な被害をもたらす津波で、以下の12の津波を選定しました。 

（対象地震） (1) 明応型地震 

       (2) 慶長型地震 

(3) 元禄型関東地震と神縄・国府津－松田断層帯地震の連動地震  

             (4) 南関東地震 

             (5) 神奈川県西部地震 

(6) 東海地震 

(7) 神奈川県東部地震 

(8) 神縄・国府津－松田断層帯地震 

(9) 元禄型関東地震 

(10) 房総半島南東沖地震 

(11) 三浦半島断層群－鴨川低地断層帯地震 

(12) 東京湾内地震  

 

今般の東日本大震災では、太平洋プレートと北アメリカプレートの境界域（日本

海溝付近）における海溝型地震で、震源域は東北地方から関東地方にかけての太

平洋沖の幅約200km、長さ約500kmの広範囲に亘りました。 

今回、想定した歴史地震等については、フィリピン海プレートとユーラシア大陸と

の境界域地震に該当します。 

過去に発生したことがわかっていながら、当時の知見で想定の対象外としたことの

理由の一つは、具体的な防災対策の検討のもとになる震度と津波高など地震像全体の

再現が困難であったことによります。今後は、たとえ地震像全体が十分解明されてい

なくても、想定対象地震として、活用することを検討していく必要があります。確か

らしさが低くても、地震・津波被害が圧倒的に大きかったと考えられる歴史地震につ

いては、十分考慮する必要があるからです。 

                                                            (※震源位置図) 

                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南海トラフ 

相模トラフ 

日
本
海
溝 

 

東京湾内地震 

東海地震 

神奈川県西部地震 

神縄･国府津―松田断層帯地震 

南関東、元禄型関東地震

神奈川県東部地震 

房
総
半
島
南
東
沖
地
震 

三浦半島断層群― 
鴨川低地断層帯地震 

明応型、慶長型地震
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（１）対象地震の概要 

地震名 明応型地震 マグニチュード ８．４ 

地震の位置  

断層の動き方 

 

正断層型 

地震の設定理由 本県に対し最大クラスの津波を生じる地震として、相田（1981）の

断層モデルを基に、津波浸水想定検討部会において、地震学や海岸工

学の学識者とともに検討し、プレート内地震として、発生の可能性が

考えられる範囲内で、位置を沖合いとし、最初に押し波が来ることが

考えられる反転した高角正断層とした、震源パラメータを設定し、明

応地震の再現モデルではなく、「明応型地震」として設定した。 

備考 1498年に発生した明応地震は、房総から紀伊にかけての海岸と甲斐

で振動が大きく（推定震度5～6）、熊野本宮の社殿が倒れたという史

料がある。 

明応地震は、津波の被害も大きく、県内の記録としては、鎌倉で大

仏殿まで津波が達したという史料がある（推定津波高さ8～10m）。 

 この明応地震の津波により、浜名湖が切れ海と通じ、今切という地

名を残している（舞阪と橋本（現在の浜名）の間の川に津波入り、4km

余の渡しとなると記されている）（推定津波高さ6～8m）。 

また、外房小湊では、誕生寺が流没（推定津波高さ4～5ｍ）、伊勢

大湊では、大湊の八幡宮の松林を大船が打ち越えたと記されている

(推定津波高さ6～8m)。 

断層モデル
経度
(°)

緯度
(°)

深さ
(km)

走向
(°)

傾斜角
(°)

滑り角
(°)

長さ
(km)

幅
(km)

食い違い量

(cm)

明応型地震 137.39 33.35 1 62 60 270 220 80 800
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地震名 慶長型地震 マグニチュード ８．５ 

地震の位置  

断層の動き方 

 

正断層型 

地震の設定理由 本県に対し最大クラスの津波を生じる地震として、1605年の慶長地

震は、地震の揺れはあまり大きくなくても津波が大きい地震（津波地

震）として知られており、痕跡等の史料は乏しいが、本県に対し最大

規模の津波を生じる可能性があるため対象とする。 

相田（1981）の断層モデルは、房総沖の相模トラフ沿いと東海道沖

の2つの断層となっているが、相田の房総沖の断層は本県に対し影響

が小さいことを考慮して、この断層は除き、東海道沖の断層モデルを、

幅、食い違い量は同等とし、房総沖(海溝部に向かい水深が深くなる

手前)まで延長した、震源パラメータを設定し、慶長地震の再現モデ

ルではなく、「慶長型地震」として設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

備考 1605年（慶長9年）に発生した慶長地震は、地震被害の記録として

は、淡路島の千光寺の諸堂が倒れたというものだけである（推定震度

4以下）。 

慶長地震の津波は、千葉～九州に至る非常に広域な海岸に押し寄せ

ており、県内に記録は残っていないが、静岡の白須賀（元町）では推

定津波高6～7m であり、特に八丈島（推定津波高さ10m 以内）、高知の

佐喜浜（推定津波高さ10～13m）で高い津波となっている。 

 

断層モデル
経度
(°)

緯度
(°)

深さ
(km)

走向
(°)

傾斜角
(°)

滑り角
(°)

長さ
(km)

幅
(km)

食い違い量

(cm)

慶長型地震 140.47 34.08 1 250 60 270 285 80 800
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地震名 元禄型関東地震 マグニチュード ８．１ 

地震の位置  

断層の動き方 

 

逆断層型 

地震の設定理由 元禄型関東地震の断層モデルとして、房総半島南端部の隆起パター

ンについての最新の知見を取り入れた宍倉（2003）の断層モデルを用

いて、元禄型関東地震を設定した。 

相模トラフ沿いの地震として、元禄型関東地震は、地震調査研究推

進本部（平成23年1月の長期評価）によれば、次のように評価されて

いる。 

発生間隔：2300年程度、今後50年間の発生確率：ほぼ0％ 
 

備考 1703年（元禄16年）に発生した地震は、揺れが非常に大きく、震度

6以上の地域が房総半島から伊豆半島にかけての広範囲に存在してお

り、房総半島の南端部の他、県内でも平塚等で震度7となっている。

また、震源域となった房総半島の南端部では4m（その後の沈降量を考

慮するとこの約1.5倍）以上の隆起量があった。 

元禄地震による津波は、房総半島の和田で最大10.5mの推定津波高

となっており、県内でも鎌倉では二の鳥居まで浸入し（推定津波高

8m）、片瀬で6m、藤沢～平塚、小田原で4mの推定津波高となっている。

断層モデル
経度
(°)

緯度
(°)

深さ
(km)

走向
(°)

傾斜角
(°)

滑り角
(°)

長さ
(km)

幅
(km)

食い違い量

(cm)

139.80 34.85 0.1 315 30 153 85 50 670
140.40 34.98 0.1 255 20 90 57 23 1200
141.30 34.53 0.1 300 30 135 100 50 710

元禄型関東地震
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地震名 神縄・国府津－松田断層帯地震 マグニチュード ７．５ 

地震の位置  

断層の動き方 

 

逆断層型 

 

 

 

 

 

地震の設定理由 神縄・国府津－松田断層帯地震は、中央防災会議の「首都直下地震

対策専門調査会」の想定に準じて断層モデルを設定した。 

中央防災会議により同断層の津波想定もされており、地震調査研究

推進本部（平成23年1月の長期評価）によれば、次のように評価され

ている。 

発生間隔：約800～1300年、今後50年間の発生確率：0.4～30％ 

 

備考  

  

断層モデル
経度
(°)

緯度
(°)

深さ
(km)

走向
(°)

傾斜角
(°)

滑り角
(°)

長さ
(km)

幅
(km)

食い違い量

(cm)

139.15 35.35 0.1 145 50 90 29.56 12.5 300
139.15 35.35 0.1 280 75 90 15.26 10 300

神縄・国府津－
松田断層帯地震
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地震名 
元禄型関東地震と神縄・国府津－

松田断層帯の連動地震 
マグニチュード ８．３ 

地震の位置  

断層の動き方 

 

逆断層型 

地震の設定理由 可能性がある連動ケースとして、元禄型関東地震と神縄・国府津－

松田断層帯地震の連動を設定した。 

元禄の宍倉モデルの神奈川県から最も遠方の地点は、神縄・国府津

－松田断層から200km 以上の距離にあることから、分オーダーで破壊

伝搬を考慮し、元禄型関東地震発生の3分後に、神縄・国府津－松田

断層帯の地震が発生するシナリオとした（元禄地震の破壊が神奈川か

ら最も遠方で始まってから、2km/s 以下のゆっくりした破壊伝搬速度

で松田断層までくるのに、約2分、それから松田断層が破壊し終わる

のに要する時間が1分として、合計3分）。 

 

備考  
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地震名 南関東地震 マグニチュード ７．９ 

地震の位置  

断層の動き方 

 

逆断層型 

地震の設定理由 1923年関東地震の再来を想定する。大都市大震災軽減化特別プロ

ジェクトの成果として、Sato et al(2005) の 震源インバージョン

結果を基に、震源モデルを設定した。現在の県・市町の防災目標と

する想定地震であり、海岸保全における津波防護目標（断層モデル

は旧モデル（H11）で設定）である。 

地震調査研究推進本部（平成23年1月の長期評価）によれば、次

のように評価されている。 

発生間隔：200～400年、今後50年間の発生確率：0～7％ 

 

備考 1923年の大正関東地震は、県内で鎌倉市材木座や藤沢市江ノ島、真

鶴町岩などで津波による家屋流出が報告されている。（昭和60年神奈

川県地震被害想定調査） 

 

経度
(°)

緯度
(°)

深さ
(km)

走向
(°)

傾斜角
(°)

滑り角
(°)

長さ
(km)

幅
(km)

食い違い量

(cm)

139.27 35.16 1.5 285 26 147 22 45 740
139.89 34.91 1.5 296 23 138 63 55 470

断層モデル

南関東地震 MKT
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地震名 神奈川県西部地震 マグニチュード ７クラス 

地震の位置  

断層の動き方 

 

逆断層型 

地震の設定理由 石橋(1988)の「西相模湾断裂」に基づく断層モデルを設定した。

現在の地域防災計画で切迫性が指摘され、津波被害についても想

定される地震である。また、海岸保全における津波防護目標（断層

モデルは旧モデル（H11）で設定）である。 

歴史地震から見ると次のように評価されており、切迫性がある。

発生間隔：70年 

 

備考  
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地震名 東海地震 マグニチュード ８クラス 

地震の位置  

断層の動き方 

 

逆断層型 

地震の設定理由 中央防災会議の「東海地震に関する専門調査会」の検討結果に準

じて設定した。 

中央防災会議「東海地震に関する専門調査会」で想定されている

地震で、駿河トラフを震源域とし、切迫性の高い地震である。地震

調査研究推進本部（平成23年１月の長期評価）によれば、次のよう

に評価されている。 

発生間隔：119年（参考値：一部活動含む） 

今後30年間の発生確率：87％（参考値：「全国地震動予測値図」

報告書で用いた方法による想定東海地震の確率） 
 

※断層モデルが要素断層の足し合わせでモデル化されており、要素断層ごとに断層パラメータが異な

る場合には「-」とした。 

 

備考  

 

経度
(°)

緯度
(°)

深さ
(km)

走向
(°)

傾斜角
(°)

滑り角
(°)

長さ
(km)

幅
(km)

食い違い量

(cm)

- - - - - - - - 400
- - - - - - - - 150

東海地震 TKI

断層モデル
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地震名 神奈川県東部地震 マグニチュード ７クラス 

地震の位置  

断層の動き方 

 

逆断層型 

地震の設定理由  

中央防災会議の「南関東直下の地震対策に関する大綱」におけるフ

ィリピン海プレート境界面で発生する地震の検討結果を踏まえ、設定

した、県庁直下を震源とした震源断層モデルである。 

中央防災会議の「南関東地域直下の地震対策に関する大綱」で検

討されたフィリピン海プレート境界面で発生する地震の検討結果

を踏まえ、県庁直下を震源とした断層モデルとして、危機管理的に

設定した。 
 

※断層モデルが要素断層の足し合わせでモデル化されており、要素断層ごとに断層パラメータが異な

る場合には「-」とした。 

 

備考 発生の蓋然性があるものではなく、危機管理的な想定である。 

 

経度
(°)

緯度
(°)

深さ
(km)

走向
(°)

傾斜角
(°)

滑り角
(°)

長さ
(km)

幅
(km)

食い違い量

(cm)

- - - 295 25 90 - - 80
- - - 295 25 90 - - 190

神奈川県東部地震 KTB

断層モデル
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地震名 房総半島南東沖地震 マグニチュード ８クラス 

地震の位置  

断層の動き方 

 

逆断層型 

地震の設定理由 過去に事例はないが、今後、日本海溝付近で起きる可能性がある

地震として三重会合点付近で生じる地震（規模は明治三陸地震程

度）を想定した。 

震源が比較的遠いため、地震の揺れはあまり大きくなくても津波

は比較的大きい地震として対象とした。 
 

備考  

 

経度
(°)

緯度
(°)

深さ
(km)

走向
(°)

傾斜角
(°)

滑り角
(°)

長さ
(km)

幅
(km)

食い違い量

(cm)

房総半島南東沖 BN3 142.44 33.20 0.1 0 45 90 185 50 1500

断層モデル
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地震名 
三浦半島断層群－鴨川低地断層帯地

震 
マグニチュード ７クラス 

地震の位置  

断層の動き方 

 

逆断層型 

地震の設定理由 従来（H20）は、中央防災会議「首都直下地震対策専門調査会」

の想定に準じたモデルを用いていたが、津波の観点から東京湾内部

への影響を考え、東京湾湾口部で生じる可能性がある地震（南関東

断層のスプレー断層）として、三浦半島断層群から鴨川低地断層へ

と向かう海域を含めた断層を想定した。 

 

備考  

 

経度
(°)

緯度
(°)

深さ
(km)

走向
(°)

傾斜角
(°)

滑り角
(°)

長さ
(km)

幅
(km)

食い違い量

(cm)

三浦～鴨川断層 MKD 140.00 35.11 0.1 296 60 90 50 19 500

断層モデル
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地震名 東京湾内地震 マグニチュード ７クラス 

地震の位置  

断層の動き方 

 

逆断層型 

地震の設定理由 首都圏減災プロジェクトで新たに見つけられた本牧～君津付近

の断層を震源とする地震であり、活断層かどうかはまだ明らかでは

ないが、東京湾内部への影響が大きい地震の１つとして想定した。

 

備考  

 

 

経度
(°)

緯度
(°)

深さ
(km)

走向
(°)

傾斜角
(°)

滑り角
(°)

長さ
(km)

幅
(km)

食い違い量

(cm)

東京湾内地震 TK2 139.83 35.35 0.5 299 60 90 15 20 300

断層モデル
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（２）断層パラメータ       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）予測の不確実性 

 
浸水予測図はあるシナリオに基づいた数値シミュレーションに基づき作成されて

いるため、実際に生じる浸水状況と異なることがあります。 
 

【解説】 

津波シミュレーションの限界としては以下のようなものがあげられます。 
対象地震等にも想定の限界が伴うため、津波浸水予測図は、ある想定に基づい

た予測であり、その予測を超えた津波が起こり得ます。 
 

２）地震に伴う海底地盤の変形想定の限界 

津波の大きさは地震による海底地盤の変動の大きさ（高さ）に左右されま

すが、シミュレーションでは平均的な地盤変動を想定するため、局所的に大

きな地盤変動が沿岸部で生じた場合には津波の大きさに大きく影響します。 
また、地震の規模に比較して大きな津波を発生させたりする「津波地震」

や、火山、地滑りなど地震以外を原因とする津波は、想定外になる場合があ

ります。 
 
 
 
 

 図４．１



 - 34 -

３）予測到達時間の想定の限界 

地震の本震前に、前震等の原因で津波が生じる場合もあり、予測到達時間

よりも早く津波が到達することがあり得ます。日本海中部地震では、津波シ

ミュレーションの計算結果に基づく津波の予測到達時間と実際の到達時間に

違い（早く到達）が生じた箇所がありました。 
 

４）波状段波の再現が困難 

津波の波が進むに従って波の数が増えるとともに、より高くなる津波（波

状段波：日本海中部地震で見られた）を再現することは困難です。 
 

５）局所的な変動の再現が困難 

実際の津波はわずか数十ｍ離れるだけで津波高が大きく異なる場合もあり

得ます。シミュレーションによる予測結果は計算格子（6ページ「④予測単位」

参照）の範囲での平均値を示すものです。 
従って、局所的な変動の再現が難しくなっています。 
 

（資料：津波対策推進マニュアル検討報告書，平成14年3月，津波対策推進マニュアル検討委員会） 
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５．用語集 

◆ 海岸
かいがん

管理者
か ん り し ゃ

 

海岸法の規定により指定される海岸保全区域及び一般公共海岸区域につい

て管理を行う都道府県知事で、①海岸保全施設の新設、改良、維持管理、 
②海岸保全区域内の占用許可、行為規制、④海岸管理者以外の者が管理する

海岸保全施設に関する監督処分、などを行っています。 

       ◆ 海岸
かいがん

保全
ほ ぜ ん

施設
し せ つ

 

海岸保全施設とは、海岸法第３条の規定により指定された海岸保全区域内に

ある堤防、突堤、護岸、胸壁その他海水の侵入又は海水による侵食を防止する

ための施設のことをいいます。 

◆ 海抜
かいばつ

（東京湾平均海面） 

東京湾の潮の満ち引きを平均した海面の位置です。我が国の測量の基準とな

る水準点であり、標高の基準として国内で広く用いられ、T.P. (TokyoPeil)

という記号で表します。 

 相模
さ が み

トラフ 

相模トラフとは、小田原沖の相模湾に位置する、海溝です。フィリピン海プ

レートの北東にあたる海溝であり、日本海溝から分岐して相模湾に伸びていま

す。 

◆ 朔
さく

望
ぼう

平均
へいきん

満 潮
まんちょう

位
い

 

大潮時（朔・望）の前後5日での最高潮位を1年以上にわたって平均した潮位

で，大潮頃の満潮の水位に相当します。 

 震源
しんげん

 

震源とは断層が生じ始めた地点、地震波が最初に出た地点のことをいいま

す。 

◆ 浸水
しんすい

深
しん

 

津波による浸水が発生する際、陸上のある地点で水面が最も高い位置にきた 
ときの、地面から水面までの高さです。 
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 地震
じ し ん

調査
ちょうさ

研 究
けんきゅう

推進
すいしん

本部
ほ ん ぶ

 

地震調査研究推進本部は、行政施策に直結すべき地震に関する調査研究の

責任体制を明らかにし一元的に推進するため、地震防災対策特別措置法に基

づき文部科学省に設置された政府の特別の機関です。地震防災対策の強化、

特に地震による被害の軽減に資する地震調査研究を推進するべく、総合的か

つ基本的な施策の立案や総合的な調査観測計画の策定、関係行政機関、大学

等の調査結果等の収集、及び総合的な評価を行っています。 

 前震
ぜんしん

，本震
ほんしん

（余震
よ し ん

） 

前震、本震、余震は一連の地震活動で使われます。前震とは本震に先だっ

て起こる小さな地震のことです。本震は一群の地震のうち特に大きな地震を

指します。余震は本震の後に引き続いて起こる比較的小さな地震のことです。 

 ◆ 粗度
そ ど

（海底摩擦） 

津波が進行するとき、海底の細かな起伏等により津波エネルギーが減少す

ることです。   

 断層
だんそう

モデル 

地震は、地殻の断層運動により起こります。地震動を計算するためには、震

源地の断層運動、地殻構造、地盤構造をそれぞれ正しく取り入れてモデル化す

る必要があります。これを断層モデルと言います。津波の予測では，まず、対

象地震の断層モデルにより地震動を再現して、地震動による海水の動き（津波）

を予測します。 

 地域
ち い き

防災
ぼうさい

計画
けいかく

 

地域防災計画とは、都道府県や市町村などの地方自治体がつくる防災計画

です。地域防災計画には、災害時に行政が住民にどのような社会サービスを

提供するのかについて書いてあります。地域防災計画は、災害対策基本法と

いう法律によって規定されています。地方自治体は、国のつくる防災基本計

画に準じるように、地域防災計画をつくることが規定されています。 

◆ 津波
つ な み

 

津波の「津」とは、船着場や渡し場を示す港を意味します。すなわち、「津

波」とは津（港）に押し寄せる、異常に大きな波です。 
 津波は、海底で発生する地震に伴う海底地盤の隆起・沈降や海底における

地滑りなどにより、その周辺の海水が上下に変動することによって引き起こ

されるものです。発生した海水面の動き(上下動)が特に大規模なものであれ
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ば、沿岸に達すると破壊力の大きな大津波となります。 
津波は発生する場所により以下の２つの津波に分けられます。 

１）近地
き ん ち

津波
つ な み

 

津波予報上、日本の海岸線に近い海域で発生する津波をいいます。 
住民は地震動を感じる場合が多く、また、津波到達時間が早いところでは

数分であるため、津波避難計画の策定にあたっては地震動による被害や津波

到達時間を十分考慮し、地震を感じたら直ちに避難しなければなりません。 
また、地震動は小さいが大きな津波が発生する津波地震には特に注意が必

要です。 
神奈川県で想定している「南関東地震」，「神奈川県西部地震」等は、全て

この近地津波であり、地震発生後数分で沿岸に津波が到達するため、地震を

感じたら、すぐに避難する必要があります。 

２）遠地
え ん ち

津波
つ な み

 

南米沖やカムチャッカ半島など、遠く離れた海域で発生した地震により影

響をおよぼすような津波をいいます。（例1960年チリ地震津波） 
住民は地震動を感じることなく、津波が沿岸まで到達する時間は、数時間

から二十数時間を要するため、津波避難計画の策定にあたっては、特に津波

情報の正確な収集及び伝達が重要です。 
神奈川県においては、1960年チリ地震津波で、T.P.上0.9～1.5mの津波を記

録しました。 

 津波
つ な み

浸水
しんすい

予測図
よ そ く ず

 

対象とする地震による津波が陸上に遡上した場合を予測し、浸水する陸域

の範囲、浸水深さ等を示した図です。 

    ◆ 津波
つ な み

ハザードマップ 

      津波浸水予測図に避難場所や避難経路などの防災情報を加えた、津波に関

する防災マップです。 

 津波
つ な み

防災
ぼうさい

施設
し せ つ

 

堤防・護岸、防潮堤、水門、堤防等に設置された門扉等、津波被害を防止

又は軽減するための施設をいいます。浸水予測図では、堤防・防潮堤の津波

到達時間が非常に短時間なため、門扉等を閉鎖することが困難であることを

考え、人命の安全確保を最優先し、その機能が十分発揮できると考えられる

場合を除き、万が一の事態に備えて、その効果を考慮しないものとしていま

す。また、堤防については、地震で堤防が被災しないとする「効果有り」と
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被災するとした「効果なし」の２つの場合を想定して検討しています。 

 津波
つ な み

計算
けいさん

のモデル（津波数値シミュレーション） 

津波は水平方向の現象が主体で、鉛直方向にはほぼ一様な現象であること

を考慮し、水平方向の式を解けば津波の挙動を表現できるようにしたシミュ

レーションモデルです（平面二次元モデル）。 

 波源
は げ ん

 

津波の発生源。一般的に地震によって海底近くに変動が生じると、その上

にある海水は持ち上げられたり、引き下げられたりし、海底の急激な変動に

応じて地殻変動とよく似た海面の変動が初めに形成されます。そしてこれが

波として周囲に広がり、津波となります。この初めに形成された海面の変動

領域を波源といいます。火山噴火や沿岸の山崩れ等によって津波が生じた場

合は、その外力により初めに水面変動が生じた領域が波源となります。 

 避難者
ひ な ん し ゃ

（居住者等） 

地震が発生した場合、津波による被害が予測される避難対象地域内にいる

全ての者（居住者、観光客、滞在者、通過者等）をいいます。 

 避難
ひ な ん

対 象
たいしょう

地域
ち い き

 

津波が発生した場合に被害が予測されるため避難が必要な地域で、津波浸

水予想地域に基づき市町村が指定する地域をいい、市町村長が避難勧告や避

難指示を発令する際の避難の対象となる地域です。 

 避難
ひ な ん

困難
こんなん

地域
ち い き

 

津波の到達時間までに避難対象地域外又は避難場所まで避難することが困

難な地域をいいます。 
なお、避難の際に、歩行速度の遅い高齢者、子供、身体障害者等の要援護

者の方々に十分配慮した避難困難地域の設定が必要です。 

 避難
ひ な ん

路
ろ

 

避難するための道路で市町村が指定するものをいいます。 
避難路の指定にあたっては、安全性や機能性、避難者数と道路幅等を考慮

し、主要な道路を指定する必要があります。 
特に観光客等の外来者にとっては地理不案内の中での避難であることから、

分かりやすい道路を指定するとともに、避難誘導標識の設置等の整備を進め

る必要があります。 
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 避難
ひ な ん

経路
け い ろ

 

避難する場合の経路で、住民（自主防災組織）等が設定するものをいいま

す。 
なお、設定にあたっては、各地域の自主防災組織や事業所、個人が、日常

から地域の津波特性を十分考慮した津波対策が重要です。 

 避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

 

津波の危険から避難するために、避難対象地域外又は想定津波高以上の広

場及び建物を市町村が指定するものをいいます。 

 避難
ひ な ん

ビル 

避難困難地域の避難者や逃げ遅れた人が緊急で避難する建物で、市町村ま

たは自主防災組織等が指定又は設定するものをいいます。 

 プレート境 界
きょうかい

（太平洋プレート，フィリピン海プレート，北米プレート） 

北日本の東方には、ハワイ諸島をのせた厚さ70～100kmの太平洋プレート

があり、西北西に年間約8cmの速度で進んでいます。太平洋プレートは、北

海道沖合の千島海溝、三陸・房総沖合の日本海溝、そして伊豆諸島東方の伊

豆・小笠原海溝を結ぶ位置から日本列島下に沈み込んでいます。  
一方、西日本の南方には、厚さ30～40kmのフィリピン海プレートがあり、

北西方向に年間約4cmの速度で進んでいます。フィリピン海プレートは、房

総半島南方から相模湾にかけての相模トラフ、駿河湾から遠州灘にかけての

駿河トラフ、東海・紀伊半島・四国沖合の南海トラフ、そして南西諸島に沿

う南西諸島海溝へと続く位置から、日本列島の下へと沈み込んでいます。 
これらの境界をプレート境界と呼んでおり、しばしば海溝型地震が発生し

ます。 

～海溝型
かいこうがた

地震
じ し ん

～ 

海溝では海洋プレートが陸側の大陸プレートの下に潜り込んでいます。海

溝の地下深部では、潜り込む海洋プレートに引きずられ、上盤の大陸プレー

トの端は大きく曲げられます。しかし、この曲げが強度の限界まで進むと、

大陸プレートは逆に反発し、プレートの境界面に沿って跳ね上がります。こ

の時に大きな地震が起こると考えられます。このように海洋プレートがもぐ

り込み、上盤側のプレートの端を引きずりこみ、それが反発して大きく変形

するときにできる地震を「プレート境界地震」もしくは「海溝型地震」と呼

んでいます。「海溝型地震」の震源域は一般に海域にあるため、海底地形が大

きく変化し、しばしば津波を引き起こします。 
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神奈川県で想定している地震のうち、「南関東地震」，「元禄型関東地震」が

プレート境界地震に該当します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※日本列島周辺のプレート構造 

（出典：日本列島の地震，地震工学と地震地体構造，平成3年1月，萩原尊禮編） 
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最大津波高・到達時間一覧表等（相模湾）

想定地震名
調査年度
基準高

到達時
刻

地盤変
位の考
慮あり

到達時
刻

地盤変
位の考
慮あり

到達時
刻

地盤変位
の考慮あ

り

到達時
刻

地盤変
位の考
慮あり

到達時
刻

地盤変
位の考
慮あり

到達時
刻

地盤変
位の考
慮あり

到達時
刻

地盤変
位の考
慮あり

到達時
刻

地盤変位の
考慮あり

到達時
刻

地盤変
位の考
慮あり

(cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm)

1 間口漁港 松輪 -3 52 728 11 99 462 94 77 529 95 77 509 2 99 625 112 75 458 -2 16 385 -1 27 254 -1 115 264

2 毘沙門漁港 毘沙門 -3 51 717 11 168 371 98 77 502 99 89 486 2 98 555 113 12 363 -2 15 363 -1 13 228 -1 110 209

3 三崎漁港 宮川 -3 50 870 11 168 401 101 89 482 102 89 514 2 86 614 113 14 395 -2 14 374 -1 35 275 -1 111 201
4 三崎漁港 晴海 -3 50 768 11 167 367 103 90 444 104 90 439 2 86 635 114 15 362 -3 13 350 -1 24 256 -1 111 221
5 三崎漁港 城ヶ島 -3 51 699 11 97 365 104 13 441 106 90 437 2 98 500 115 13 439 -3 15 380 -1 21 354 -1 110 217
6 三崎漁港 三崎 -3 52 790 11 58 461 105 136 521 106 91 521 2 101 578 113 53 438 -3 30 404 -1 26 319 -1 146 289
7 三崎漁港 白石 -3 42 591 11 55 437 106 12 470 108 12 433 2 99 530 113 20 418 -3 12 522 -1 10 322 -1 172 237
8 三崎漁港 海外 -3 42 674 11 55 521 106 82 500 107 36 519 2 91 560 112 20 501 -3 12 509 -1 10 337 -1 180 260
9 三崎漁港 諸磯 -3 50 588 11 47 479 106 13 513 108 35 419 2 92 475 112 20 422 -3 12 496 -1 8 392 -1 111 288
10 三崎漁港 小網代 -2 54 836 11 133 564 102 18 661 104 53 684 2 148 665 110 103 426 -3 11 557 -1 37 390 -1 160 318
11 初声漁港 三戸 -2 47 573 10 95 465 104 15 510 105 15 418 2 145 446 108 54 349 -3 13 438 -1 9 396 -1 95 209
12 三浦（河） 初声 -2 49 508 10 94 445 104 13 531 105 13 410 2 145 459 107 14 363 -3 13 431 -1 10 419 -1 94 186
13 三浦（河） 長浜 -2 51 539 10 96 492 104 15 480 105 16 449 2 47 515 105 24 373 -3 14 441 -1 9 398 -1 96 223
14 長井漁港 荒井 -2 111 581 10 80 410 105 86 422 106 79 409 2 144 496 104 42 427 -3 30 381 -1 28 392 -1 119 214
15 長井漁港 漆山 -2 111 656 10 56 572 104 71 464 105 80 424 2 144 513 104 35 519 -3 13 416 -1 37 383 -1 125 241
16 長井漁港 新宿 -2 52 601 10 56 595 103 27 491 104 81 419 2 151 460 103 35 432 -3 13 565 -1 11 386 -1 97 243
17 長井漁港 本港 -2 52 566 10 55 644 102 72 526 103 28 430 2 104 456 102 36 460 -3 14 527 -1 12 418 -1 95 313
18 横須賀（河） 長井 -2 83 590 10 84 744 100 77 510 100 23 531 2 149 403 100 76 492 -3 68 444 -1 11 326 -1 94 344
19 長井漁港 井尻 -2 82 602 10 84 752 100 79 540 101 27 520 2 175 394 101 77 474 -3 69 394 -1 32 304 -1 95 348
20 佐島漁港 谷戸芝 -2 54 584 10 83 702 99 57 448 100 77 461 2 122 450 99 78 423 -3 21 373 -1 13 329 -1 94 334
21 佐島漁港 本港 -2 111 620 10 57 574 102 85 529 102 85 424 2 154 537 99 86 455 -3 13 537 -1 11 464 -1 121 328
22 佐島漁港 芦名 -1 53 684 9 58 533 100 51 510 101 51 466 2 146 535 97 35 433 -3 27 506 -1 11 455 -1 120 255
23 秋谷漁港 秋谷 -1 46 659 9 88 585 100 28 606 101 98 564 2 122 584 96 82 508 -3 29 585 -1 36 517 -1 95 226
24 横須賀（河） 秋谷・海老田 -1 86 638 9 110 694 100 84 662 100 84 503 2 177 496 95 35 474 -3 18 589 -1 10 536 -1 96 222
25 久留和漁港 久留和 -1 52 662 9 60 510 100 85 620 100 83 432 2 136 443 94 85 519 -3 13 439 -1 34 415 -1 97 227
26 横須賀（河） 秋谷・大崩浜田 -1 84 651 9 60 557 100 27 657 101 86 491 2 118 473 93 85 529 -3 28 437 -1 23 411 -1 96 230
27 葉山（河） 一色下山口 -1 82 754 9 59 574 99 26 567 101 50 517 2 178 612 93 35 491 -4 60 523 -1 34 413 -1 95 247
28 真名瀬漁港 葉山 -1 80 841 9 59 774 98 72 581 99 25 464 2 169 519 88 33 506 -4 60 498 0 33 435 -1 122 235
29 葉山（河） 堀内 -1 81 808 9 58 867 97 26 533 98 26 509 2 179 503 87 33 456 -4 37 397 0 34 378 -1 68 249
30 葉山港（河） 葉山 -1 81 850 9 58 909 95 28 537 96 160 527 2 180 439 84 51 435 -4 54 392 0 33 298 -1 68 289
31 逗子（河） 逗子 -1 81 904 9 59 894 93 28 655 94 87 630 2 100 503 82 50 522 -3 54 447 0 39 374 -1 67 305
32 小坪漁港 小坪 -1 81 1355 9 83 1136 95 26 786 95 26 744 2 69 542 81 33 572 -4 41 545 0 24 536 -1 91 354

33 鎌倉（河） 由比ヶ浜 -1 80 1447 9 84 1294 96 50 989 97 51 920 2 123 689 80 32 798 -4 15 734 0 12 718 -1 67 388
34 鎌倉（河） 七里ヶ浜 -1 108 1088 9 56 967 98 48 909 99 48 880 2 122 690 81 30 616 -5 14 546 -1 31 562 -2 122 286
35 腰越漁港 小動岬東側 -1 104 1025 9 85 881 100 94 632 101 94 580 2 119 547 81 58 513 -6 47 563 -1 43 456 -2 96 257
36 腰越漁港 小動岬西側 -1 86 895 9 53 758 101 95 572 102 95 527 2 120 502 81 56 495 -6 96 343 -1 24 393 -2 96 254
37 湘南港（河） 藤沢 -1 86 928 9 86 910 104 42 750 104 74 742 2 120 672 84 24 580 -6 18 448 -1 9 576 -2 95 265
38 片瀬漁港 片瀬 -1 72 947 8 52 799 103 42 971 104 21 769 2 156 627 84 24 809 -6 67 607 -1 48 588 -2 96 259
39 藤沢（河） 藤沢 -1 72 1070 9 87 868 104 41 1064 105 21 795 2 116 582 84 23 976 -6 66 822 -1 10 688 -2 96 264
40 茅ヶ崎（河） 中海岸 -1 52 785 8 50 636 104 59 758 106 60 596 2 109 535 89 42 509 -10 58 466 -2 31 609 -2 96 242
41 茅ヶ崎漁港（河） 南湖 -1 52 767 8 54 400 105 24 531 108 25 445 2 174 464 90 42 371 -12 56 369 -3 30 469 -2 118 194
42 茅ヶ崎（河） 柳島 -1 51 727 8 93 455 105 23 795 109 63 538 2 98 440 94 27 505 -13 48 466 -3 21 509 -2 98 192

43 平塚漁港（河） 大浜 -1 50 585 8 93 430 106 21 595 111 55 432 2 59 448 111 30 448 -15 46 476 -5 24 617 -2 97 193
44 平塚（河） 平塚 -1 50 664 8 93 461 106 19 690 113 11 528 2 132 462 124 14 534 -15 46 516 -6 6 596 -2 97 198
45 大磯（河） 大磯 -1 51 639 8 49 392 106 18 656 115 75 432 2 132 459 150 14 410 -22 41 393 -9 15 531 -2 97 185
46 大磯港（河） 大磯 -1 51 562 8 48 376 106 20 662 115 75 411 2 116 445 159 12 433 -22 41 379 -11 13 560 -2 97 189
47 大磯（河） 大磯 -1 51 604 9 47 394 104 8 915 117 20 432 2 117 442 166 12 497 -32 8 423 -17 5 840 -2 102 179
48 二宮（河） 二宮 -1 48 477 9 47 340 100 15 504 121 17 389 2 133 338 168 16 387 -42 25 281 -21 12 443 -2 101 173
49 二宮漁港 梅沢 -1 48 432 9 47 295 -56 6 412 -28 2 331 2 148 289 159 2 298 -45 24 247 -30 2 412 -3 101 161
50 二宮（河） 二宮 -1 49 470 9 46 300 -65 5 577 -29 2 301 2 148 303 155 2 306 -47 24 253 -36 2 498 -3 101 163

51 小田原（河） 前川 -1 49 456 9 46 282 -74 4 633 -28 4 400 2 166 327 145 3 339 -52 23 237 -46 2 606 -3 100 158
52 小田原（河） 国府津 -1 49 445 9 49 278 -76 4 528 -28 4 360 2 174 312 137 3 354 -58 8 210 -49 1 376 -3 100 153
53 小田原（河） 小八幡 -1 48 446 9 49 281 137 4 506 -25 4 344 2 109 296 134 3 421 -66 36 217 140 4 382 -3 101 148
54 小田原（河） 東町 -1 47 427 9 48 285 109 7 467 -25 4 331 2 155 306 133 3 428 -63 5 220 131 5 400 -3 101 159
55 小田原漁港 東町 -1 49 448 9 48 262 86 15 419 -24 4 301 2 147 309 130 3 397 -43 5 215 110 12 307 -3 102 151
56 小田原漁港 浜町 -2 49 439 9 48 258 74 15 439 -24 4 316 2 100 308 130 3 399 -28 5 225 99 8 348 -3 100 150
57 小田原漁港 本町 -2 48 465 9 50 283 61 5 459 -23 5 360 2 148 313 130 3 383 -10 39 275 91 14 392 -3 100 165
58 小田原漁港 南町 -2 48 475 9 46 270 56 5 493 -23 5 356 2 111 263 130 3 376 8 5 264 74 6 401 -3 101 157
59 小田原漁港 早川 -2 47 482 10 118 356 44 6 624 -22 6 413 2 116 345 132 3 381 36 5 407 66 7 480 -3 91 172
60 石橋漁港 石橋 -2 48 438 10 48 259 29 5 483 -22 5 341 2 101 277 142 2 390 61 5 286 49 6 367 -3 101 160
61 米神漁港 米神 -2 48 477 10 144 305 22 5 580 -21 5 380 2 131 327 156 2 332 71 15 299 42 3 305 -3 96 163
62 小田原（河） 根府川 -2 49 461 10 143 281 9 6 573 -20 5 407 2 146 314 186 4 367 98 5 370 29 6 379 -3 100 162
63 江之浦漁港 江之浦 -2 45 483 10 143 300 5 6 591 -19 5 424 2 150 346 196 4 407 113 5 414 26 7 410 -2 100 167
64 岩漁港 真鶴 -2 47 535 11 50 343 -6 12 863 -18 6 489 2 111 389 11 3 659 173 6 739 12 9 802 -2 160 182
65 白磯 白磯 -2 48 566 12 162 351 -7 13 703 -17 6 428 2 101 365 6 3 603 189 8 640 11 10 658 -2 102 171
66 真鶴港（河） 真鶴 -2 50 516 12 144 307 -8 14 793 -17 13 438 2 88 370 1 4 647 189 8 435 9 11 587 -2 98 216
67 福浦漁港 福浦 -2 45 577 12 121 353 -12 11 711 -17 8 424 2 107 507 -3 8 675 192 10 735 5 8 530 -2 99 199
68 福浦漁港 吉浜 -2 45 626 12 105 365 -13 15 533 -17 15 363 2 124 466 -4 8 469 181 16 534 4 8 461 -2 98 223
69 湯河原（河） 吉浜 -2 45 572 12 105 410 -14 9 634 -17 9 425 2 124 475 -5 6 557 179 16 570 3 15 345 -2 98 234
70 湯河原（河） 門川 -2 44 601 12 104 467 -15 9 622 -17 8 463 2 123 533 -7 6 526 171 8 683 1 14 466 -2 99 243

注） １）海岸の管轄機関　（河）：河川局、（港）：港湾局、無：水産局

２）朔望平均満潮位（+0.85m）の補正を考慮

３）津波の数値計算に用いた地盤変動量より算出

４）地震後地区海岸の各沿岸部において最大水位が発生する時間

５）地区海岸の区間内の汀線海側における最大の津波高さ

　　数値計算を実施した基準水位（T.P±0.0m）からの水位に潮位補正及び地盤変位量を足し合わせた水位。ただし、地盤変位が沈降（負）だった場合にのみ考慮

６）海岸名、地区名は相模灘沿岸海岸保全基本計画及び東京湾沿岸海岸保全基本計画に基づく

横須賀

T.P.+0.0m

慶長型地震
平成23年度
T.P.+0.0m

明応型地震
平成23年度

⑨小田原西部

⑤藤沢・茅ヶ崎

元禄型関東地震と神縄・国府
津-松田断層帯の連動地震

平成23年度
T.P.+0.0m

最大津波高注2,5) 最大津波高注2,5)

（河）名

⑦大磯西部・二宮

③葉山・逗子

④鎌倉

⑥平塚・大磯東部

平塚

南関東地震

藤沢

相
模
灘

⑩真鶴・湯河原

②三崎～長者ヶ
崎

小田原

⑧小田原東部

①剱崎～毘沙門

地区名
地盤変
異量

地盤変
異量

T.P.+0.0m

地盤変
異量

最大津波高注2,5)最大津波高注2,5)

地盤変
異量

最大津波高注2,5)

地盤変
異量

沿
岸
名

ブロック ゾ－ン 番号

東海地震
平成23年度
T.P.+0.0m

元禄型関東地震 神奈川県西部地震房総南東沖地震 神縄・国府津-松田断層帯地震
平成23年度
T.P.+0.0m

平成23年度平成23年度
T.P.+0.0m

平成23年度
T.P.+0.0m

平成23年度
T.P.+0.0m

最大津波高注2,5)

地盤変
異量

地盤変
異量

地盤変
異量

最大津波高注2,5) 最大津波高注2,5)

地盤変
異量

最大津波高注2,5)

注1) 注3) 注3) 注3) 注3) 注3) 注3) 注3) 注

3)

注3) 注4)注4)注4)注4)注4)注4)注4)注4)注4)



最大津波高・到達時間等一覧表（東京湾）

想定地震名

調査年度

基準高

到達
時刻

地盤変
位の考
慮あり

到達
時刻

地盤変
位の考
慮あり

到達
時刻

地盤変
位の考
慮あり

到達
時刻

地盤変
位の考
慮あり

到達
時刻

地盤変
位の考
慮あり

到達
時刻

地盤変
位の考
慮あり

到達
時刻

地盤変
位の考
慮あり

到達
時刻

地盤変
位の考
慮あり

到達
時刻

地盤変
位の考
慮あり

到達
時刻

地盤変
位の考
慮あり

到達
時刻

地盤変
位の考
慮あり

到達
時刻

地盤変
位の考
慮あり

(cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm) (cm) (分) (cm)

①川崎 1 川崎（港） 川崎港 0 96 371 6 113 344 -15 133 252 -15 133 251 1 142 242 -31 101 222 0 145 141 -1 149 146 0 142 121 12 0 203 4 97 285 28 117 238
2 横浜（港） 鶴見 0 101 395 6 149 337 -11 129 274 -11 129 267 1 132 220 -25 100 224 -1 144 148 -2 139 181 0 165 129 19 2 114 8 91 288 23 126 282
3 横浜（港） 内港 0 104 411 6 108 370 -6 131 254 -7 132 257 1 144 217 -21 102 201 -1 132 131 -2 140 191 0 113 121 23 2 115 8 92 283 16 16 220
4 横浜（港） 山下・本牧 0 100 427 7 146 345 19 121 258 19 121 245 2 149 227 5 129 204 -1 133 155 -2 139 187 0 117 122 22 2 113 22 90 270 13 3 253
5 横浜（港） 根岸湾周辺 0 81 457 7 128 375 39 106 314 38 106 313 2 172 221 32 112 231 -1 175 149 -1 149 159 0 125 135 18 5 111 75 66 315 -16 9 297
6 横浜（港） 金沢 -1 74 492 8 138 404 66 101 347 65 101 337 2 176 254 61 120 228 -2 114 157 -1 116 155 0 94 134 16 2 106 168 58 375 -12 16 307
7 横浜（港） 平潟湾周辺 -1 75 437 8 137 369 70 101 330 70 100 318 2 117 223 62 120 224 -2 112 169 -1 122 163 0 128 126 11 1 112 181 58 355 -11 16 275
8 横須賀(港) 追浜 -1 75 407 8 139 325 69 101 295 74 100 287 2 172 209 63 121 205 -2 111 138 -1 113 157 0 163 119 9 13 103 208 57 314 -12 23 265
9 横須賀(港) 深浦 -1 77 418 8 125 320 76 102 353 76 103 357 2 172 212 70 120 235 -2 147 125 -1 114 179 0 123 121 9 15 105 214 59 363 -10 20 239
10 横須賀(港) 長浦 -1 73 473 8 121 323 80 102 376 80 102 383 2 176 220 77 120 259 -2 112 128 -1 113 186 0 162 126 8 15 105 240 60 455 -9 19 326
11 横須賀(港) 本港 -1 74 460 9 129 436 76 102 360 80 102 366 2 123 272 78 120 234 -2 117 149 -1 117 187 0 146 142 7 12 104 245 60 431 -9 18 311
12 横須賀(港) 新港 -1 158 440 9 129 411 75 145 250 75 145 254 2 124 265 77 126 183 -2 101 137 -1 108 127 0 145 125 7 8 102 238 0 344 -10 15 245
13 横須賀(港) 平成 -1 123 366 9 128 353 75 145 254 75 145 257 2 165 226 81 0 204 -1 139 147 -1 110 126 0 176 142 7 8 101 252 0 403 -9 14 264
14 横須賀(港) 大津・馬掘 -1 64 354 9 127 304 70 110 235 70 110 240 2 126 207 83 0 201 -1 121 140 -1 111 127 0 159 138 6 11 100 251 0 388 -9 14 255
15 横須賀(港) 走水 -1 118 394 9 123 313 66 108 294 66 108 285 2 161 247 82 1 199 -1 173 158 -1 180 135 0 102 141 5 10 100 242 1 393 -10 19 287
16 横須賀(港) 観音崎 -1 150 629 9 122 700 65 99 366 66 99 351 2 116 373 85 68 234 -1 174 190 -1 177 170 0 114 171 5 11 99 247 0 444 -10 14 257
17 横須賀(港) 鴨居 -1 151 734 9 159 853 69 176 375 69 176 379 2 165 421 85 169 249 -1 60 251 -1 179 249 0 165 182 5 20 96 266 0 444 -8 87 198
18 横須賀(港) 浦賀 -1 119 603 9 159 611 73 103 540 74 102 533 2 158 510 87 139 317 -1 94 240 -1 172 204 0 108 212 5 113 97 289 0 473 -8 51 273
19 横須賀(港) 久里浜 -2 61 656 9 159 441 78 159 493 79 144 426 2 124 621 97 97 330 -1 170 308 -1 105 225 0 130 263 3 106 95 304 4 477 -5 48 227
20 横須賀(港) 野比 -2 126 845 9 161 586 81 173 538 81 60 510 2 84 600 97 79 351 -1 162 279 -1 107 224 0 67 261 3 24 94 -107 5 771 -5 94 157
21 北下浦漁港 長沢 -2 58 881 10 165 581 89 169 571 84 69 512 2 147 591 100 74 316 -2 57 279 -1 177 202 0 44 237 3 26 94 -102 6 688 -4 72 151
22 北下浦漁港 津久井 -2 58 956 10 59 581 92 106 571 93 106 545 2 144 772 101 73 341 -2 63 282 -1 175 220 -1 84 269 3 103 94 -78 15 506 -3 116 177
23 三浦(河) 上宮田 -2 57 953 10 132 713 96 163 737 97 163 749 2 103 948 109 73 473 -2 43 310 -1 178 271 -1 83 274 3 105 90 -57 14 646 -3 114 197
24 金田漁港 金田 -2 55 828 11 133 790 92 63 625 95 62 628 2 102 856 109 72 463 -2 58 346 -1 178 269 -1 38 355 2 23 90 -53 16 569 -2 137 170

注） １）海岸の管轄機関　（河）：河川局、（港）：港湾局、無：水産局

２）朔望平均満潮位（+0.90m）の補正を考慮

３）津波の数値計算に用いた地盤変動量より算出

４）地震後地区海岸の各沿岸部において最大水位が発生する時間

５）地区海岸の区間内の汀線海側における最大の津波高さ

　　数値計算を実施した基準水位（T.P±0.0m）からの水位に潮位補正及び地盤変位量を足し合わせた水位。ただし、地盤変位が沈降（負）だった場合にのみ考慮

６）海岸名、地区名は相模灘沿岸海岸保全基本計画及び東京湾沿岸海岸保全基本計画に基づく

明応型地震

平成23年度
T.P.+0.0m

地盤
変異
量

②横浜

③横須賀

沿
岸
名

東
京
湾

ブロック

④浦賀･三
浦

川崎
～横浜

横須賀
～三浦

慶長型地震

平成23年度

番
号

（河）名 地区名ゾーン

T.P.+0.0m

地盤
変異
量

地盤
変異
量

最大津波高注2,5)

平成23年度

最大津波高注2,5) 最大津波高注2,5) 地盤
変異
量

最大津波高注2,5)

平成23年度
T.P.+0.0m

元禄型関東地震と神
縄・国府津-松田断層

帯の連動地震 元禄型関東地震

T.P.+0.0m

南関東地震房総南東沖地震

平成23年度
T.P.+0.0m

神奈川県西部地震

平成23年度
T.P.+0.0m

平成23年度
T.P.+0.0m

三浦半島断層群-鴨
川低地断層地震

平成23年度
T.P.+0.0m

東海地震

平成23年度
T.P.+0.0m

地盤
変異
量

最大津波高注2,5)地盤
変異
量

最大津波高注2,5)地盤
変異
量

最大津波高注2,5)最大津波高注2,5) 地盤
変異
量

最大津波高注2,5)

神奈川県東部地震

平成23年度
T.P.+0.0m

地盤
変異
量

東京湾内地震

最大津波高注2,5)

平成23年度
T.P.+0.0m

地盤
変異
量

神縄・国府津-松田断
層帯地震

平成23年度
T.P.+0.0m

地盤
変異
量

最大津波高注2,5)地盤
変異
量

最大津波高注2,5)

∑=n
注3) 注3) 注3) 注3) 注3) 注3) 注3) 注3) 注3) 注3) 注3) 注3)注4) 注4) 注4) 注4) 注4) 注4) 注4)注5)注4)注4)注4)注4)


	浸水予測図解説書0521.pdf
	0419地域海岸毎_津波高さ時間(相模湾).pdf
	0419地域海岸毎_津波高さ時間(東京湾).pdf

